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一
　
は
じ
め
に

　

こ
の
度
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
十
市
遠
忠
筆
『
草
庵
和
歌
集
』（
以
下
、『
草
庵
集
』
と
略
称
）
が
収
蔵
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
同
館

に
は
す
で
に
伊
地
知
鐵
男
旧
蔵
本
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
『
草
庵
集
』
研
究
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
伝
本
と
考
え
ら

れ
る
。

　
『
草
庵
集
』
は
、
南
北
朝
期
に
二
条
為
世
門
の
和
歌
四
天
王
と
称
さ
れ
た
頓
阿
の
自
撰
家
集
で
あ
る
。『
草
庵
集
』
に
は
正
続
二
集
が
あ

り
、
正
集
は
四
季
・
恋
・
雑
・
覉
旅
・
哀
傷
・
釈
教
・
神
祇
・
賀
の
部
類
歌
集
で
、
そ
の
成
立
は
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
八
月
〜
同
五

年
正
月
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。

　

頓
阿
と
そ
の
家
集
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
先
行
研
究
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
が１
、
特
に
『
草
庵
集
』
伝
本
に
関
し
て
は
稲
田

利
徳
の
網
羅
的
な
研
究
が
存
在
す
る２
。
稲
田
論
に
よ
る
と
、
和
歌
の
有
無
や
配
列
・
詞
書
・
歌
本
文
の
異
同
な
ど
に
よ
っ
て
、
四
類
十
九

種
に
区
分
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
書
写
者
と
目
さ
れ
る
十
市
遠
忠
は
戦
国
時
代
の
武
将
で
、
多
く
の
歌
書
の
書
写
者
と
し
て
著
名
な
歌
人
で
あ
る３
。
遠
忠
筆
本
に

『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
六
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
『
草
庵
和
歌
集
』
伝
本
の
紹
介

│
│ 

新
収
資
料
十
市
遠
忠
筆
本
を
中
心
に 

│
│

穴
　
井
　
　
　
潤
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は
稀
本
や
善
本
が
多
く
、
新
収
『
草
庵
集
』
も
そ
の
伝
本
と
し
て
の
価
値
の
高
さ
が
期
待
で
き
る
。

　

よ
っ
て
本
稿
で
は
新
収
資
料
十
市
遠
忠
筆
『
草
庵
和
歌
集
』
を
中
心
に
二
本
の
書
誌
を
紹
介
し
、
そ
の
本
文
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

二
　
伝
本
の
紹
介

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
草
菴
和
歌
集
』（
請
求
記
号
ヘ
４
│

８

２

０

２

）
と
、
伊
地
知
鐵
男
旧
蔵
早
稲
田
大
学

図
書
館
蔵
『
草
庵
和
歌
集
』（
文
庫
２

０
│

２

６

８

）
で
あ
る
（
以
下
、
前
者
を
早
大
本
、
後
者
を
伊
地
知
文
庫
本
と
称
呼
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
を

報
告
し
、
そ
の
特
徴
を
述
べ
る
。

（
１
）
早
大
本

　

縦
二
五
・
二
糎
、
横
一
七
・
五
糎
の
列
帖
装
一
帖
。
箱
入
。
灰
色
微
塵
格
子
地
表
紙
、
同
左
上
に
題
簽
「
右
草
菴
和
歌
集
中
原
遠
忠
筆
」（
本

文
と
は
別
筆
）。
見
返
し
は
本
文
共
紙
。
内
題
「
草
庵
和
歌
集
」。
料
紙
は
楮
紙
、
墨
付
一
四
二
丁
（
遊
紙
前
一
丁
、
後
二
丁
）、
一
面
一
一
行
、

和
歌
一
首
一
行
書
き
。
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
十
月
四
日
写
。

　

該
本
最
大
の
特
徴
は
、

A
當
殿
御
筆
　
近
衛
殿
竊
視
此
集
之
緝
編
可
謂
和
歌
之
規
範

意
氣
／
於
萬
象
之
中
垂
風
躰
於
千
載
之
後
誠
是
此
道
／
之
遺
美
也
豈
不
斯

文
在
茲
乎
不
足
嗟
嘆
聊
吟
／
情
性
而
已
／
と
し
へ
ぬ
る
和
哥
の
う
ら
人
／
み
か
け
は
そ
あ
つ
む
る
／
た
ま
の
か
す
つ
も
る
／
ら
む

B
本
云
文
明
十
六
甲辰
年
卯
月
廿
八
日
書
写
功
訖　

此
一
冊
者
／
先
年
殿
中
炎
上
之
刻
令
紛
失
之
間
以
藤
民
部
／
又
三
郎
本
恋部
二
階
堂
判

官
政
行
雑部
本
等
写
之
刻
／
校
合
訖
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C
右
一
冊
者
以
三
善
之
連４
自
筆
并
或
本
等
令
書
写
之
／
同
加
校
合
畢
／
于
時
天
文
元
年
拾
月
四
日
／
兵
部
少
輔
中
原
遠
忠

と
の
奥
書
を
有
す
る
点
に
あ
る
（【
図
版
１

】【
図
版
２

】
参
照
）。

　

A
は
稲
田
が
「
近
衛
殿
御
書
」
と
称
し
、「
年
経
ぬ
る
」
歌
と
共
に
第
一
類
に
共
通
す
る
識
語
と
認
定
し
た
も
の
。
版
本
刊
記
の
前
に

存
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
識
語
を
持
つ
伝
本
が
版
本
系
の
祖
本
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
書
写
年
次
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
「
當
殿
」
が

近
衛
某
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
二
階
堂
政
行
所
持
本
（
後
述
）
の
親
本
が
近
衛
家
の
写
本
で
あ
っ
た
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
。

　
「
此
道
之
遺
美
也
」
と
記
す
こ
と
か
ら
頓
阿
没
後
と
考
え
ら
れ
、
文
明
年
間
ま
で
の
近
衛
家
当
主
で
あ
る
近
衛
道
嗣
・
兼
嗣
・
忠
嗣
・

房
嗣
・
政
家
の
う
ち
の
誰
か
が
識
語
と
歌
を
記
し
た
「
近
衛
殿
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
。「
當
殿
御
筆　

近
衛
殿
」
と
記
し
た
の
が
B

奥
書
の
筆
者
（
あ
る
い
は
親
本
所
持
者
の
二
階
堂
政
行
）
と
す
る
な
ら
ば
、
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
に
自
邸
の
書
物
を
戦
火
か
ら
逃
が
し
、

文
化
人
・
能
書
家
と
し
て
も
名
高
か
っ
た
近
衛
政
家
が
可
能
性
の
高
い
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う５
。

　

現
存
す
る
室
町
期
写
本
で
「
近
衛
殿
御
書
」「
年
経
ぬ
る
」
歌
を
有
す
る
伝
本
は
早
大
本
の
み
で
あ
り
、
こ
の
識
語
を
有
す
る
伝
本
中

最
古
写
本
と
い
え
る
。
B
に
記
さ
れ
る
二
階
堂
政
行
所
持
本
な
い
し
そ
の
祖
本
は
版
本
系
の
祖
本
と
共
通
す
る
可
能
性
が
存
す
る
。

　

B
は
本
奥
書
で
、
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
四
月
二
十
八
日
に
書
写
し
た
と
記
さ
れ
る
。「
先
年
殿
中
炎
上
之
刻
令
紛
失
」
と
は
文
明

八
年
十
一
月
十
三
日
に
室
町
殿
が
焼
亡
し
、
そ
の
際
「
御
記
抄
物
」
が
悉
く
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
指
す６
。

　

文
明
十
五
年
か
ら
将
軍
足
利
義
尚
は
私
撰
集
編
纂
の
た
め
に
精
力
的
に
私
家
集
蒐
集
を
行
っ
て
お
り７
、
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
『
草

庵
集
』
を
近
臣
が
所
持
し
て
い
た
伝
本
に
よ
っ
て
復
元
し
よ
う
と
し
た
も
の
が
早
大
本
の
祖
本
と
考
え
て
よ
い
。

　
「
藤
民
部
又
三
郎
」
は
義
尚
の
走
衆
を
勤
め
た
藤
民
部
又
三
郎
政
盛
、「
二
階
堂
判
官
政
行
」
は
評
定
衆
で
あ
り
義
尚
の
側
近
で
あ
る
二

階
堂
政
行
を
指
す
。

　

二
階
堂
政
行
は
武
家
故
実
に
通
じ
、
文
書
・
歌
書
を
多
く
所
持
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る８
。
義
尚
主
催
の
和
歌
会
に
お
い
て
も
度
々
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【図版１】　奥書A・B

【図版２】　奥書C
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右
筆
を
務
め
て
お
り
、
自
身
も
多
く
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

　

藤
民
部
政
盛
は
将
軍
の
直
轄
軍
で
あ
る
奉
公
衆
の
一
員
で
、
義
尚
が
六
角
高
頼
征
伐
の
た
め
に
近
江
に
出
陣
し
た
際
に
も
し
た
が
っ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る９
。
政
盛
そ
の
人
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
奉
公
衆
が
東
山
文
化
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ

りＡ
、
政
盛
も
和
歌
・
連
歌
に
対
し
て
教
養
を
有
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。

　

政
盛
か
ら
は
恋
部
を
、
政
行
か
ら
は
雑
部
を
借
り
受
け
た
と
記
さ
れ
る
が
、
四
季
部
の
素
性
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

B
に
よ
っ
て
、
早
大
本
は
祖
本
の
段
階
で
取
り
合
わ
せ
本
と
な
っ
て
い
る
と
判
断
す
る
。

　

C
を
見
て
い
く
。「
三
善
之
連
自
筆
并
或
本
等
」
と
あ
り
、
三
善
之
連
の
書
写
し
た
本
と
詳
細
不
明
の
「
或
本
」
な
ど
に
よ
っ
て
書
写
・

校
合
を
行
っ
た
の
が
早
大
本
と
記
す
。
鶴
見
大
学
図
書
館
所
蔵
『
堀
河
院
艶
書
合
』
に
も

右
此
一
帖
自
栄
暁
法
師
相
伝
之
畢
／
三
善
之
連
筆
跡
也
／
天
文
七
年
林
鐘
中
四
／
兵
部
少
輔
中
原
遠
忠Ｂ

と
い
う
奥
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
三
善
之
連
が
書
写
し
た
本
を
手
に
し
て
い
る
。
早
大
本
の
方
が
先
立
つ
が
、
恐
ら
く
同
様
の
経

路
で
伝
本
を
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
うＣ
。

　

ま
た
、「
加
校
合
畢
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
文
同
筆
と
思
し
き
異
本
注
記
が
見
ら
れ
る
。
系
統
区
分
に
関
わ
る
注
記
で
あ
り
、「
或

本
等
」
が
三
善
之
連
書
写
本
と
は
異
な
る
系
統
の
本
文
を
有
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

筆
者
は
「
兵
部
少
輔
中
原
遠
忠
」
と
記
さ
れ
る
。
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【
図
】
早
大
本
に
見
え
る
遠
忠
筆
的
書
体
の
例

　
　

① 　
　
　
　
　

② 　
　
　
　
　

③ 　
　
　
　
　

④ 

遠
忠
筆
の
特
徴
的
な
筆
致Ｄ
が
確
認
で
き
る
箇
所
を
任
意
に
摘
出
し
た
の
が
右
掲
図
で
あ
る
。

　

①
「
道
」
の
「
辶
」
が
内
側
に
深
く
切
り
込
ん
で
い
る

　

②
「
心
」
が
「
川
」
の
草
体
に
似
た
形
で
書
か
れ
る

　

③
「
な
」
の
上
向
き
に
筆
を
返
す
と
こ
ろ
を
横
一
文
字
に
書
く

　

④
「
の
」
の
上
向
き
に
筆
を
返
す
と
こ
ろ
で
内
側
に
少
し
戻
るＥ

な
ど
遠
忠
筆
の
有
す
る
書
体
と
類
似
し
た
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
大
本
も
ま
た
遠
忠
筆
本
と
認
定
で
き
よ
う
。

　

B
・
C
い
ず
れ
も
早
大
本
独
自
の
奥
書
で
あ
る
。
B
か
ら
文
明
補
充
本
の
中
に
『
草
庵
集
』
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
、
C
か
ら
遠
忠

の
蒐
集
し
た
家
集
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

（
２
）
伊
地
知
文
庫
本

　

縦
二
六
・
五
糎
、
横
二
一
・
〇
糎
の
袋
綴
（
五
つ
目
綴
）
二
冊
。
打
雲
表
紙
、
左
上
に
題
簽
「
草
庵
和
歌
集
」。
見
返
し
は
本
文
共
紙
（
二

冊
目
後
表
紙
欠
）。
内
題
「
草
庵
和
歌
集
」。
料
紙
は
楮
紙
（
裏
打
有
）、
墨
付
三
五
丁
（
上
冊
）・
三
七
丁
（
下
冊
）、
一
面
一
二
行
、
和
歌
一

首
一
行
書
き
。
書
写
年
代
は
不
明
。
本
奥
書
に
「
応
永
七
年
春
比
」
と
あ
り
、
そ
れ
以
後
。
巻
六
（
冬
部
）
ま
で
の
残
欠
本
（
上
冊
が
巻
一
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〜
三
、
下
冊
が
巻
四
〜
六
を
収
め
る
）。

　

該
本
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
稲
田
が
簡
潔
に
調
査
報
告
を
行
っ
て
い
る
た
めＦ
、
そ
の
驥
尾
に
付
し
て
概
観
す
る
。
本
奥
書
が
上
・
下
冊

そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
、

上
冊
本
云
応
永
七
年
春
比
以
頓
阿
自
筆
正
本
忝
申
請
／
門
主
御
筆
令
写
之
畢
／
三
井
持
助
之

下
冊
本
云
応
永
七
年
春
比
以
頓
阿
自
筆
正
本
／
書
写
之
校
勘
畢
／
三
井
持
助
之

と
記
さ
れ
る
。
稲
田
は
い
ず
れ
も
転
写
奥
書
と
し
、
書
写
年
代
は
室
町
末
期
ご
ろ
か
と
推
測
し
て
い
る
。

　

上
冊
の
奥
書
に
拠
れ
ば
、「
三
井
持
助
」
が
申
請
し
て
「
頓
阿
自
筆
正
本
」
を
「
門
主
御
筆
」
に
て
書
写
し
た
も
の
と
す
る
。「
三
井
持

助
」「
門
主
」
の
い
ず
れ
も
人
物
の
特
定
が
出
来
て
お
ら
ず
、「
頓
阿
自
筆
」
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
手
立
て
が
な
い
が
、
稲
田
が
「
古
い

本
文
の
姿
を
伝
え
る
貴
重
な
伝
本
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
本
文
は
古
態
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
中
に
は
別
筆
で
注
が

付
さ
れ
て
お
り
、「
三
井
持
助
」
以
後
の
所
蔵
者
も
校
合
を
行
っ
た
か
（【
図
版
３

】
参
照
）。

　

ま
た
、
下
冊
の
奥
書
後
に
本
文
と
は
別
筆
で
五
首
の
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

荻
風
正
撤

　
　

秋
の
日
は
い
と
よ
り
よ
は
し
さ
ゝ
か
に
の
雲
の
は
た
て
の
お
き
の
上
風

　
　
　
　

初
秋
雨

　
　

ち
ら
さ
ね
は
一
葉
に
も
み
す
村
雨
の
な
ひ
く
や
せ
め
て
秋
の
初
風

　
　
　
　

江
船

　
　

い
に
し
へ
は
お
も
ひ
も
か
け
し
す
み
の
江
の
船
の
中
な
る
水
の
さ
し
□

　
　

も
す
の
居
る
岡
部
の
は
し
の
う
す
紅
葉
あ
わ
れ
も
わ
か
す
秋
の
か
せ
哉
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谷
□
し
の
そ
は
の
枯
木
と
み
え
つ
る
は
角
ふ
り
た
て
ゝ
鹿
そ
鳴

な
る

右
掲
五
首
は
全
て
新
編
国
歌
大
観
・
新
編
私
家
集
大
成
に
見
え
な
い

出
典
未
詳
歌
で
あ
る
。
頓
阿
詠
で
は
な
く
伊
地
知
文
庫
本
を
所
持
し

て
い
た
人
物
が
付
与
し
た
か
。

　
三
　
伝
本
の
系
統

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
草
庵
集
』
は
稲
田
に
よ
っ
て
四
類
十

九
種
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
類
は
六
種
に
分
か
れ
、
版
本
系
で
比
較
的
初
編
本
の
形
態
を

伝
え
て
い
る
。
巻
末
に
「
近
衛
殿
御
書
」
を
有
す
る
こ
と
が
特
徴
。

第
二
類
は
二
種
に
分
か
れ
、
古
態
を
残
し
て
い
る
が
独
自
の
脱
文
が

見
ら
れ
る
。
第
三
類
は
九
種
に
分
か
れ
、
詞
書
の
追
補
・
整
備
が
行

わ
れ
配
列
も
整
理
さ
れ
て
い
る
な
ど
再
編
本
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

第
四
類
は
三
種
に
分
か
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
鼇
頭
草
庵
集
」
と
称
さ
れ

る
系
統
。
第
一
類
と
第
三
類
の
混
態
本
文
と
目
さ
れ
る
。

　

稲
田
は
四
類
十
九
種
を
区
分
す
る
た
め
に
、
Ⅰ
和
歌
の
有
無
、
Ⅱ

詞
書
中
の
人
物
名
表
記
、
Ⅲ
詞
書
の
情
報
の
有
無
、
Ⅳ
配
列
の
異
同
、

【図版３】　下冊奥書
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Ⅴ
歌
本
文
の
異
同
、
の
五
つ
の
判
別
基
準
を
設
け
て
い
る
。
左
掲
表
は
早
大
本
を
稲
田
の
区
分
に
当
て
は
め
た
際
の
一
覧
表
で
あ
る
。

　

右
表
の
区
分
基
準
を
含
む
系
統
区
分
の
詳
細
は
稲
田
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
早
大
本
の
系
統
を
判
断
す
る
た
め
に
重
要
な
箇

所
の
み
考
察
す
る
。

Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

○ ○ ㉖

△ ○ ㉗

× ○ ㉘

○ ○ ㉙

× ○ ㉚

△ ○ ㉛

× ㉜

× ㉝

△ ㉞

○ ㉟

△ ㊱

○ ㊲

× ㊳

○ ㊴

○ ㊵

× ㊶

○ ㊷

× ㊸

× ㊹

□ ㊺

○ ㊻

○ ㊼

× ㊽

○ ㊾

× ㊿

Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

○ × × ○ ○ ①

× ○ ○ ○ ○ ②

○ ○ ○ × ○ ③

× × ○ ○ ○ ④

○ × ○ △ ○ ⑤

× ○ ○ × × ⑥

○ ○ ○ △ ○ ⑦

○ × × △ ○ ⑧

○ ○ × △ ○ ⑨

△ ○ × △ ○ ⑩

○ ○ × ○ ⑪

○ △ × × ⑫

× ○ × ○ ⑬

○ ○ × × ⑭

○ ○ × × ⑮

× ○ ○ ⑯

○ × ○ ⑰

○ ○ ⑱

× ○ ⑲

○ ○ ⑳

△ ○ ㉑

○ ○ ㉒

× ○ ㉓

× ○ ㉔

× ○ ㉕

【
表
１
】　
早
大
本
の
系
統
区
分
基
準
一
覧
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早
大
本
の
本
文
は
、
売
立
目
録
で
は
第
三
類
一
種
の
東
奥
義
塾
図
書
館
本
（
以
下
、
東
奥
本
）
に
最
も
近
い
が
、
細
か
い
系
統
区
分
が

困
難
と
さ
れ
るＧ
。
ま
た
、
稲
田
が
第
一
類
に
区
分
す
る
根
拠
と
し
た
「
近
衛
殿
御
書
」「
年
経
ぬ
る
」
歌
（
Ⅰ
㉚
㉛
）
を
有
す
る
た
め
、
第

三
類
で
あ
る
か
否
か
も
判
然
と
し
な
い
。
よ
っ
て
Ⅰ
〜
Ⅴ
の
基
準
に
よ
っ
て
早
大
本
が
ど
の
系
統
に
近
し
い
か
を
調
査
す
る
。

　

Ⅰ
に
関
し
て
は
、「
近
衛
殿
御
書
」「
年
経
ぬ
る
」
歌
を
の
ぞ
き
東
奥
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
Ⅰ
⑮
の
み
異
な
る
）。
Ⅰ
⑮
が
欠
け
る
の
は

第
二
類
・
第
三
類
三
種
に
の
み
見
ら
れ
る
傾
向
で
、
そ
の
意
味
で
は
第
三
類
に
近
い
。

　

Ⅱ
は
春
上
部
に
限
っ
た
分
類
基
準
で
、
第
一
類
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
Ⅱ
①
②
が
異
な
る
）。
稲
田
は
Ⅱ
①
③
⑥
が
欠
け
て
い
る
か
補
充
さ

れ
て
い
る
と
い
う
点
が
第
一
類
の
共
通
項
と
論
じ
て
お
り
、
Ⅱ
①
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
第
三
類
・
第
四
類
の
特
徴
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
稲
田
が
春
上
部
に
お
い
て
二
条
為
世
を
「
二
条
入
道
大
納
言
」
表
記
で
統
一
し
て
い
る
の
が
第
三
類
で
、「
前
藤
大
納
言
」

表
記
が
混
在
し
て
い
る
の
が
第
一
類
と
推
定
し
て
い
る
点
か
ら
、
Ⅱ
⑦
〜
⑩
で
「
前
藤
大
納
言
」
表
記
が
あ
る
早
大
本
は
第
一
類
に
近
い
。

Ⅱ
②
足
利
尊
氏
を
「
等
持
院
贈
左
大
臣
」
表
記
で
統
一
す
る
の
は
第
三
類
の
特
徴
で
あ
り
、
異
本
注
記
で
「
将
軍
家
」
と
記
し
て
い
る
の

は
不
審
。

　

Ⅲ
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
東
奥
本
と
一
致
す
る
（
Ⅲ
①
の
み
異
な
る
）。
Ⅲ
⑧
〜
⑮
・
⑰
は
第
一
類
と
第
二
・
第
三
類
で
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
、

早
大
本
は
第
三
類
と
近
い
詞
書
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ⅳ
も
、
最
も
一
致
率
が
高
い
の
は
東
奥
本
で
あ
る
（
Ⅳ
①
⑤
⑫
が
異
な
る
）。
Ⅳ
①
⑤
は
第
一
・
二
類
と
一
致
す
る
が
、
Ⅳ
②
③
・
⑩
〜

⑭
ま
で
は
第
二
・
第
三
類
と
一
致
す
る
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
し
Ⅳ
⑦
〜
⑨
に
見
え
る
第
二
類
独
自
の
配
列
は
早
大
本
に
は
見
え
ず
、
二
類

と
も
異
な
る
。

　

配
列
に
お
い
て
東
奥
本
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
類
四
種
の
静
嘉
堂
文
庫
本
（
室
町
中
期
写
）
で
あ
る
。
該
本
は
秋
下
部
ま

で
の
残
欠
本
だ
が
、
秋
上
部
ま
で
は
早
大
本
と
完
全
に
一
致
す
る
（
Ⅳ
⑫
⑬
が
異
な
る
）。
静
嘉
堂
文
庫
本
は
独
自
の
特
徴
を
多
く
有
す
る
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た
め
、
こ
れ
を
も
っ
て
早
大
本
は
第
一
類
と
近
い
と
は
言
い
か
ね
る
が
、
少
な
く
と
も
第
三
類
と
異
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
、
静
嘉
堂
文
庫
本
と
は
Ⅰ
・
Ⅱ
に
お
い
て
も
一
致
率
が
高
い
点
も
注
意
さ
れ
る
。

　

Ⅴ
は
第
三
類
一
・
二
種
（
東
奥
本
、
陽
明
文
庫
Ａ
本
）
が
最
も
近
い
が
、
第
一
類
三
種
（
豊
橋
市
立
図
書
館
本
）・
第
二
類
一
種
（
内
閣
文
庫
本
）・

第
三
類
三
種
（
福
田
秀
一
本
）
も
同
程
度
一
致
す
る
。
Ⅴ
㉛
は
第
三
類
九
種
（
龍
門
文
庫
本
）
の
み
に
見
え
る
本
文
だ
が
、「
そ
」「
に
」
の

字
体
の
近
似
に
よ
る
誤
写
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ⅰ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ
か
ら
、
最
も
本
文
が
一
致
す
る
の
は
東
奥
本
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
Ⅱ
は
第
一
類
全
般
と
、
Ⅳ
は
第
一
類
四
種
（
静
嘉
堂

文
庫
本
）
と
、
Ⅴ
は
第
一
類
三
種
（
豊
橋
市
立
図
書
館
本
）
と
一
致
率
が
高
く
、「
近
衛
殿
御
書
」「
年
経
ぬ
る
」
歌
と
同
様
第
一
類
の
特
徴

も
有
す
る
。
以
上
よ
り
、
最
も
近
い
の
は
第
三
類
一
種
、
次
い
で
第
一
類
四
種
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
従
来
の
基
準
で
は
系
統
の
区

分
は
困
難
で
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
伊
地
知
文
庫
本
を
見
て
い
く
。
早
大
本
と
同
じ
く
Ⅰ
〜
Ⅴ
を
左
掲
表
（
次
頁
）
に
ま
と
め
た
。
す
で
に
伊
地
知
文
庫
本
に
つ

い
て
は
稲
田
が
調
査
報
告
を
行
っ
て
お
り
、

他
に
全
く
同
一
の
伝
本
は
な
い
が
、
第
一
類
の
版
本
系
統
で
は
な
い
こ
と
、
お
よ
そ
第
三
類
系
統
の
二
、
三
あ
た
り
に
近
く
、
そ
れ

に
第
二
類
系
統
の
本
文
も
備
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
結
論
づ
け
る
。

　

Ⅰ
は
第
三
類
に
近
い
が
、
Ⅰ
⑧
が
×
な
の
は
第
二
類
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
Ⅰ
⑫
⑭
⑮
が
×
な
の
は
第
二
類
一
種
の
内
閣
文
庫
本
の

み
で
、
第
二
類
と
の
接
触
が
疑
わ
れ
る
。

　

Ⅱ
は
第
三
類
二
種
（
陽
明
文
庫
Ａ
本
）
と
完
全
に
一
致
す
る
。

　

Ⅲ
は
、
Ⅲ
①
〜
⑤
ま
で
は
第
三
類
三
種
に
一
致
す
る
が
、
Ⅲ
⑧
〜
⑩
は
第
一
類
一
〜
三
種
に
一
致
す
る
た
め
、
い
ず
れ
の
系
統
の
特
徴
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も
有
す
る
。

　

Ⅳ
は
、
第
三
類
五
種
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
（
Ⅳ
⑧
の
み
異
な
る
）、
Ⅳ
⑧
⑫
が
△
な
の
は
第
二
類
の
特
徴
で
あ
る
。

　

Ⅴ
は
東
奥
本
が
最
も
近
い
（
Ⅴ
②
⑩
が
異
な
る
）。
稲
田
は
「
全
体
の
傾
向
か
ら
す
る
と
、
第
三
類
の
二
、
三
あ
た
り
の
伝
本
に
比
較
的

近
い
が
、
②
が
×
で
あ
る
の
は
、
第
二
類
本
と
重
な
る
」
と
し
、
前
掲
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。

Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

○ ㉖

△ ㉗

× ㉘

○ ㉙

× ㉚

○ ㉛

Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

○ ○ ○ ○ ○ ①

× ○ ○ ○ ○ ②

○ ○ ○ ○ ○ ③

○ ○ △ × ○ ④

○ ○ ○ ○ ○ ⑤

○ ○ ○ × ⑥

○ ○ ○ ○ ⑦

○ △ ○ ○ × ⑧

○ ○ ○ ○ ○ ⑨

△ ○ ○ ○ ○ ⑩

○ ○ ○ ⑪

○ △ × ⑫

× ○ ○ ⑬

○ ○ × ⑭

○ × ⑮

× ○ ⑯

○ × ⑰

○ ○ ⑱

× ○ ⑲

○ ○ ⑳

△ ㉑

○ ㉒

× ㉓

× ㉔

× ㉕

【
表
２
】　
伊
地
知
文
庫
本
の
系
統
区
分
基
準
一
覧
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以
上
の
よ
う
に
、
多
少
第
一
類
の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
稲
田
の
報
告
の
通
り
伊
地
知
文
庫
本
は
第
三
類
に
近
い
本
文
を
有

す
る
と
言
え
よ
う
。
伊
地
知
文
庫
本
も
早
大
本
と
同
じ
く
従
来
の
区
分
の
中
に
分
類
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

最
後
に
、
早
大
本
と
伊
地
知
文
庫
本
の
関
係
を
見
る
。

　

Ⅰ
は
一
致
率
が
高
く
、
Ⅰ
⑧
⑰
を
除
き
同
一
で
あ
る
。
Ⅰ
⑧
×
の
た
め
、
伊
地
知
文
庫
本
の
方
が
や
や
第
二
類
に
近
い
か
。

　

Ⅱ
で
は
早
大
本
が
第
一
類
系
統
の
本
文
、
伊
地
知
文
庫
本
が
第
三
類
系
統
の
本
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ⅲ
で
は
早
大
本
が
第
三
類
系
統

の
本
文
、
伊
地
知
文
庫
本
の
一
部
が
第
一
類
系
統
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
箇
所
に
第
一
類
の
痕
跡
を
残
す
。

　

Ⅳ
で
は
早
大
本
が
第
一
〜
三
類
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
持
つ
の
に
対
し
、
伊
地
知
文
庫
本
は
主
と
し
て
第
三
類
だ
が
第
二
類
の
特

徴
も
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
。

　

Ⅴ
で
は
、
早
大
本
と
最
も
近
い
本
文
を
持
つ
の
は
伊
地
知
文
庫
本
（
残
存
部
分
ま
で
）
と
考
え
ら
れ
る
（
Ⅴ
④
⑥
㉛
が
異
な
る
）。
伊
地
知

文
庫
本
か
ら
は
東
奥
本
が
最
も
近
い
が
（
Ⅴ
④
⑥
）、
Ⅴ
㉛
が
誤
写
と
思
し
き
異
同
で
あ
る
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、
早
大
本
も
東
奥
本
と
同

程
度
一
致
す
る
。

　

全
体
的
に
は
伊
地
知
文
庫
本
の
方
が
第
三
類
に
近
く
、
詞
書
・
配
列
に
関
し
て
は
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
歌
本
文
の
有
無
・
異
同
と
い

う
点
に
関
し
て
は
、
二
本
は
近
い
本
文
を
有
す
る
と
言
え
る
。

四
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
二
本
の
『
草
庵
集
』
伝
本
の
書
誌
を
報
告
し
奥
書
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
稲
田
論
に
導
か

れ
な
が
ら
本
文
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

早
大
本
は
B
・
C
奥
書
に
よ
っ
て
、
文
明
八
年
に
焼
失
し
た
『
草
庵
集
』
を
家
臣
が
所
持
し
て
い
た
伝
本
に
よ
っ
て
復
元
し
、
さ
ら
に
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そ
の
本
を
三
善
之
連
が
書
写
（
あ
る
い
は
所
持
）
し
た
も
の
を
十
市
遠
忠
が
写
し
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
文
明
十
六
年
以

後
の
あ
る
種
の
伝
本
が
取
り
合
わ
せ
本
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
今
後
注
意
す
べ
き
問
題
点
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
そ
の
本
文
は
東
奥
本
に
近
い
が
従
来
の
区
分
で
は
処
理
し
き
れ
ず
、
早
大
本
を
奈
辺
に
位
置
づ
け
る
か
は
確
定
し
得
な
い
。
た

だ
し
、
同
じ
く
東
奥
本
に
近
い
伊
地
知
文
庫
本
は
歌
本
文
の
有
無
・
異
同
に
関
し
て
は
早
大
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
し
く
、
詞
書
・

配
列
の
差
異
を
踏
ま
え
な
が
ら
類
似
性
を
探
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
早
大
本
は
十
市
遠
忠
の
手
に
よ
っ
て
天
文
元
年
に
書
写
さ
れ
た
完
本
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
他
本
に
見
ら
れ
な
い
奥

書
を
有
し
、『
草
庵
集
』
の
伝
来
過
程
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
『
草
庵
集
』
伝
本
研
究
・

禁
裏
本
研
究
・
十
市
遠
忠
研
究
の
い
ず
れ
の
側
か
ら
も
そ
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
て
お
ら
ず
、
極
め
て
貴
重
か
つ
重
要
な
写
本
と
言
え
る
の

で
あ
る
。

注（
1
） 

石
田
吉
貞
『
頓
阿
・
慶
運
』（
三
省
堂　

昭
和
18
）、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

南
北
朝
期
』（
明
治
書
院　

昭
和
40
↓
〔
改
訂
新
版
〕
昭

和
62
）
な
ど
が
あ
り
、
和
歌
文
学
大
系
『
草
庵
集
・
兼
好
法
師
集
・
浄
弁
集
・
慶
運
集
』（
明
治
書
院　

平
成
16
、『
草
庵
集
』
解
説
酒
井
茂
幸
執
筆
）

に
先
行
研
究
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
小
川
剛
生
「
百
人
一
首
の
発
見
│
頓
阿
か
ら
宗
祇
へ
│
」（
就
実
大
学
吉
備
地
方
文
化
研
究
所

編
『
人
文
知
の
ト
ポ
ス
』
和
泉
書
院　

平
成
30
）
が
頓
阿
の
出
自
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
2
） 

稲
田
利
徳
「「
草
庵
和
歌
集
」
伝
本
考
」（『
和
歌
四
天
王
の
研
究
』
第
二
章
第
一
節　

笠
間
書
院　

平
成
11
）。
以
下
、
注
記
な
く
稲
田
論
に
言
及

す
る
際
は
同
論
文
に
拠
る
。

（
3
） 

井
上
「
十
市
遠
忠
に
つ
い
て
」（
東
京
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
『
言
語
と
文
藝
』
50　

大
修
館
書
店　

昭
和
42
・
１

）。

（
4
） 

「
之
連
」
は
「
元
連
」
と
も
解
さ
れ
、
人
物
比
定
に
お
い
て
説
が
分
か
れ
る
。
ま
ず
、
萩
谷
朴
が
連
歌
師
宗
覚
こ
と
三
善
之
連
に
擬
し
（『
平
安
朝
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歌
合
大
成
』）、
そ
れ
を
受
け
て
井
上
は
室
町
幕
府
奉
行
衆
で
武
家
歌
人
で
も
あ
っ
た
三
善
元
連
か
と
推
定
し
（
前
掲
注（
３

）井
上
同
）、
兼
築
信
行
は

井
上
に
従
っ
て
い
る
（
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
『
中
世
歌
書
集　

一
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部　

昭
和
62
）
所
収
『
東
山
殿
御
時
度
々
御
会
歌
』

「
解
題
」）。
そ
の
後
、
石
澤
一
志
「
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
堀
河
院
艶
書
合
』（
長
享
二
年
奥
書
本
）
に
つ
い
て
」（
武
井
和
人
研
究
代
表
『
中
世
後
期

南
都
蒐
蔵
古
典
籍
の
復
元
的
研
究
』
平
成
18
・
３

）
は
問
題
点
を
整
理
し
た
上
で
、
連
歌
師
宗
覚
と
も
三
善
元
連
と
も
異
な
る
飯
尾
因
幡
守
之
連
で

あ
ろ
う
と
論
じ
た
。

　
「
之
連
／
元
連
」
い
ず
れ
の
人
物
か
比
定
し
か
ね
る
が
、
本
稿
で
は
石
澤
に
従
い
「
之
連
」
と
し
た
。

（
5
） 

た
だ
し
、
第
三
類
二
種
の
陽
明
文
庫
本
Ａ
（
室
町
最
末
期
ご
ろ
と
目
さ
れ
る
）
に
は
「
近
衛
殿
御
書
」「
年
経
ぬ
る
」
歌
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

近
衛
家
伝
来
の
本
が
親
本
と
断
定
は
で
き
な
い
。

（
6
） 

井
上
「
文
明
前
期
の
歌
壇
」（『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
前
期
』
第
七
章　

風
間
書
房　

昭
和
36
↓
〔
改
訂
新
版
〕
昭
和
59
）、
酒
井
「
文
明
期

の
禁
裏
に
お
け
る
歌
書
の
書
写
活
動
」（『
禁
裏
本
歌
書
の
蔵
書
史
的
研
究
』
第
三
章　

思
文
閣
出
版　

平
成
21
）。

（
7
） 

小
川
「
足
利
義
尚
の
私
家
集
蒐
集
」（『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
第
三
部
第
十
章　

塙
書
房　

平
成
29
）。

（
8
） 

木
下
聡
「
二
階
堂
政
行
と
摂
津
政
親
」（
阿
部
猛
編
『
中
世
政
治
史
の
研
究
』
日
本
史
史
料
研
究
会　

平
成
22
）。

（
9
） 

福
田
豊
彦
「
室
町
幕
府
の
奉
公
衆
（
一
）
│
御
番
帳
の
作
成
年
代
を
中
心
と
し
て
│
」（『
室
町
幕
府
と
国
人
一
揆
』
Ⅰ
二　

吉
川
弘
文
館　

平
成
７

）

に
走
衆
と
し
て
藤
民
部
又
三
郎
の
名
が
見
え
る
。「
政
盛
／
政
兼
」
と
名
前
が
分
か
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
政
盛
」
と
し
て
論
じ
る
。
な
お
、
今
谷
明

「『
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
』
に
つ
い
て
│
奉
公
衆
の
解
体
と
再
編
│
」（『
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
』
第
２

部
第
３

章　

岩
波
書
店　

昭
和

60
）
も
「
政
盛
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
10
） 

河
合
正
治
「
東
山
文
化
と
武
士
階
層
」（『
中
世
武
家
社
会
の
研
究
』
第
六
章　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
48
）。

（
11
） 

奥
書
本
文
は
武
井
和
人
「
十
市
遠
忠
書
写
伝
領
蒐
蔵
典
籍
集
成
稿
」（『
中
世
古
典
籍
学
序
説
』
和
泉
書
院　

平
成
21
）
に
拠
っ
た
。

（
12
） 

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
東
山
殿
御
時
度
々
御
会
歌
』（
請
求
記
号
ヘ
４
│

６

０

８

９

、
前
掲
注（
４

）兼
築
同
）
の
奥
書
に
も
「
依
遠
忠
御
所
望
以

祖
父
元
連
本
／
大
永
八
年
卯
月
上
旬
比
頓
令
／
書
写
之
畢　

右
筆
桑
門
栄
暁
」
と
記
さ
れ
、
遠
忠
が
三
善
之
連
書
写
本
を
蒐
集
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

（
13
） 

遠
忠
筆
の
鑑
定
基
準
に
関
し
て
は
、
武
井
「
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
手
鑑
『
筆
林
』
所
掲
「
伝
遠
忠
切
」
に
つ
い
て
│
付
・〈
遠
忠
筆
〉
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鑑
定
難
│
」（
前
掲
注（
11
）武
井
著
同
）
を
参
照
し
た
。
た
だ
し
同
論
で
武
井
が
論
じ
る
よ
う
に
、
遠
忠
周
辺
に
は
遠
忠
と
近
似
し
た
筆
跡
（《
遠
忠
様
》

と
称
さ
れ
る
）
の
右
筆
が
い
て
、
た
だ
ち
に
遠
忠
筆
で
あ
る
か
を
鑑
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
14
） 
④
「
の
」
は
同
時
代
の
近
衛
尚
通
、
ま
た
鳥
養
流
一
般
の
書
に
も
見
ら
れ
る
筆
致
で
あ
る
。
こ
の
書
体
の
み
で
は
遠
忠
筆
と
は
判
断
し
か
ね
る
が
、

遠
忠
筆
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
疑
わ
れ
な
い
た
め
、
①
〜
③
と
合
わ
せ
掲
示
し
た
。
前
掲
注（
13
）武
井
論
文
参
照
。

（
15
） 

前
掲
注（
２

）稲
田
論
文
追
補
。

（
16
） 

『
和
の
史
』（
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
第
２

５

４

号　

平
成
29
・
７

）
に
は
、「
本
書
は
、
第
三
類
系
統
の
第
一
種
本
（
東
奥
義
塾
図
書
館
本
）
に
最

も
近
似
す
る
も
の
の
、
同
系
統
二
・
三
・
四
・
八
・
九
種
本
や
第
二
類
系
統
本
と
共
通
す
る
部
分
も
多
く
、
そ
の
系
統
を
細
か
く
確
定
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
。

【
付
記
】　

成
稿
に
あ
た
っ
て
武
井
和
人
氏
、
小
川
剛
生
氏
、
久
保
木
秀
夫
氏
、
石
澤
一
志
氏
よ
り
ご
教
示
賜
っ
た
こ
と
を
、
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

 

（
あ
な
い　

じ
ゅ
ん　

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）


